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 平成18年度 北部地区第2回研究会

2006年12月8日 （木）

「目録所在情報サービスを対象とする講習会等に関する

検討ワーキング・グルー プ活動状況報告」を研究会に

おいて発表

「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯 1

『目録所在情報サービスを対象とする講習会等に関する
検討ワーキング・グループ最終報告書』 平成19 年3 月

http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/cat-tr-wg/last_report.pdf

教育研修事業 NACSIS-CAT/ILL関連 平成19年度の取り組み状況
http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/new-tr/index.html



 2007年7月4日 （水）

平成19年度 北部地区第1回研究会

協議事項において「北部地区加盟館における目録

講習会計画について」 加盟館大学図書館から提案

「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯 2

 2007年10月19日 （金）

平成19年度 北部地区第2回研究会

「目録講習会計画アンケート」実施

アンケートの結果を受け北部地区研究会にて小委員会

発足を決議



２００７年度（2008年度開催予定）
「目録講習会計画アンケート」結果

 図書目録担当者数

全体 37.7％ （内正規職員 43.5％）

 図書目録講習会修了者数

全体 19.7％ （内正規職員 83.3％）

 図書目録講習会新規受講対象者数

全体 22.1％ （内正規職員 29.6％）

 図書目録講習初級者コース再受講対象者数

全体 6.6％ （内正規職員 62.5％）



 平成19年11月15日（木）

平成19年度 第1回 目録小委員会

「目録講習会開催に伴う小委員会（仮称）」において

メンバー選出及び名称、提案書を作成

委員会名称は

「福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会

目録小委員会」

講習会名を「北部地区研究会目録講習会」と決定

委員会メンバーとしては、提案館の九州国際大学を主に

九州共立大学、西日本工業大学で委員を始動

「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯 3



 平成19年12月11日（火）

平成19年度北部地区第3回研究会

今後継続的に講習会を開催するために次年度目録

小委員会メンバーの構成については、前年の第3回

研究会にて呼びかけを行い次年度第1回研究会に

おいて選出（原則各大学1名）することを決定

プレ講習会を開催

同日、研究会開催にあたり国立情報学研究所の

e-learning教材を用いて実施

「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯 4



 平成20年3月6日（木）

平成19年度第2回 目録小委員会

「福岡県・佐賀県大学図書館協議会

北部地区研究会目録講習会要綱（案）」作成

実施に向け始動

「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯 4

【 要 綱 】（抜粋）
１．目的
北部地区各加盟館においては、国立情報学研究所の事業へ参画し、目録業務 担当者が
共通に理解しておくべき、総合目録所在データベースの構成、内容、データ登録の考え方を
習得し、各図書館員のスキルアップをも目指すものとする。

２．到達目標
目録情報の基準、コーディングマニュアル等適切な参考資料類を参照しながら、NACSIS―
CATへの所蔵登録・書誌登録・書誌修正等、目録情報入力業務を行うことができるようになる。



 平成20年5月29日（木）

平成20年度「福岡県・佐賀県大学図書館協議会総会」
[加盟館数40館]

「北部地区研究会目録講習会」の開催案内を広報

 平成20年6月5日（木）

平成20年度 北部地区第1回研究会 [加盟館数14館]

「福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会

目録講習会要項」を決定

「北部地区研究会目録講習会」の開催案内を広報

「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯 6



 平成20年6月24日（火）

「福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会目録

講習会 第１回Part1」（検索）を開催

 平成20年8月27（水）－28日（木）

「福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会目録

講習会第１回Part2」（登録）を開催

「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯 7



「目録講習会」実施にあたり

 国立情報学研究所

目録システム講習会のノウハウ

講習会テキスト・問題集

e-learning教材、WebUIP

 九州大学附属図書館企画課企画係

目録システム講習会地域講習会のノウハウ

教材提供、 講師派遣



NACSIS-CAT/ILL

セルフラーニング教材（RENANDI）



講習会用総合目録データベース
（WebUIP）



九州共立大学附属図書館
目録システム講習会用ホームページ



 目録講習会における受講に際して事前に
NACSIS-CAT/ILLセルフラーニング教材
（RENANDI） を使用して学習を行った

 セルフラーニング教材学習終了時には

事前学習習得テストを行った

 事前学習習得テスト結果により受講前の

受講生の基礎知識を見ることができた

「北部地区研究会目録講習会」
事前学習



 第3講目録検索

検索の流れと検索の仕組みを理解する。「重複登録」を

しないための検索方法を習得する

 平成20年6月24日（火）

「福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会

目録講習会第１回Part1」（検索）を開催

 第5講登録実習1

所蔵登録の流れを理解する

 第4講登録総論

「北部地区研究会目録講習会」
実施 第１回 Part1



 平成20年8月27（水）

「福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会

目録講習会第１回Part2」（登録）を開催

 第7講登録総論3 

書誌新規入力

 第6講 登録実習2

書誌流用入力（参照ファイルから階層なし）

書誌流用入力（参照ファイルから階層あり）

書誌流用入力（参照ファイルから出版物理単位）

書誌流用入力（総合目録データベースから）

「北部地区研究会目録講習会」
実施 第１回 Part2



 平成20年8月28日（木）

「福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会

目録講習会第１回Part2」（登録）を開催

「北部地区研究会目録講習会」
実施 第１回 Part2

 第8講登録総論4

書誌修正

 補講
流用入力上の注意点

レコードの削除方法

参加組織情報の表示とメンテナンスの方法

リンク先レコードの作成の方法

書誌レコード修正指針と修正作業の流れ

コーディングマニュアル

図書書誌レコード修正指針



業務の効率化を目指して

総合目録データベースの品質維持のため

相互に情報交換を行いレベル（スキル）を

高めるようにしましょう！！

◇ 日本目録規則（NCR）

◇ 英米目録規則（AACR）

◇ 目録情報の基準

◇ コーディングマニュアル

必須アイテムです。

http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/catmanual.html#1



「北部地区研究会目録講習会」
実施結果

 事前学習習得テスト 1

最高点100 最低点40 平均点90.5

 事前学習習得テスト 2

最高点100 最低点68 平均点91.46

 事前学習習得テスト 3

最高点100 最低点70 平均点92.58

受講者数 30名

 平成20年度セルフチェックテスト［図書検索］
最高点100 最低点20 平均点77.31

 平成20年度セルフチェックテスト［図書登録１］
最高点100 最低点50 平均点86.67

 平成20年度セルフチェックテスト［図書登録2］
最高点100 最低点60 平均点91.42 



「北部地区研究会目録講習会」
アンケート結果（抜粋）

 開催時期 適当

 開催日程 適当

 開催内容 適当

 受講者の業務経験 あるなし半々

 事前学習について 適当な教材の量とレベル

 事前学習のテスト 自分で理解度を計るのに適当

 講義内容 適当（一部理解出来ない。レベルが高い）

 教材 適当（一部理解出来ない。レベルが高い）

 セルフチェックテスト 適当

 懇親茶話会 半数出席（交流出来て良かった）



「北部地区研究会目録講習会」
今後の課題

 今年度3日間通しの講習会を検索・登録と

2回に分けて実施。次年度の実施方法

 実施内容・実施時期

 受講者のニーズ

 講義内容

 委員会の体制

 今後の目録担当者（業務担当者）の

サポート体制



平成２１年度の目録講習会へ向け

 「目録講習会計画アンケート」実施

（図書コース）

○初心者コース（今年度開催内容同等）

○中級者コース（初心者コースを受講して業務に
従事しているもの）

（雑誌コース）

○初心者コース（図書と同様なＮＩＩ主催の内容）



２００8年度（2009年度開催予定図書）
「目録講習会計画アンケート」結果

 図書目録担当者数

全体 33.1％ （内正規職員 41.5％）

 図書目録講習会修了者数

全体 15.3％ （内正規職員 63.2％）

 図書目録講習会新規受講対象者数

全体 22.6％ （内正規職員 35.7％）

 図書目録講習中級者コース受講対象者

全体 6.5％ （内正規職員 50％）



２００７-２００８年度
「目録講習会計画アンケート」結果比較

2007年度 2008年度

図書目録担当者数 37.7% 33.1%

（内正規職員） 43.5% 41.5%

図書目録講習会修了者数 19.7% 15.3%

（内正規職員） 83.3% 63.2%

図書目録講習会新規受講対象者数 22.1% 22.6%

（内正規職員） 29.6% 35.7%



 雑誌目録担当者数

全体 12.1％ （内正規職員 40％）

 雑誌目録講習会修了者数

全体 4.8％ （内正規職員 66.7％）

 雑誌目録講習会新規受講対象者数

全体 32.3％ （内正規職員 50％）

２００8年度（2009年度開催予定雑誌）
「目録講習会計画アンケート」結果



平成２１年度の目録講習会へ向け

 平成20年度 北部地区第3回研究会

2008年11月26日 （水）

「目録講習会計画アンケート」実施

アンケートの結果を受け北部地区研究会にて

次年度の目録講習会の開催を決定

次年度に向け「福岡県・佐賀県大学図書館協議会

北部地区研究会目録小委員会」始動



 九州県域で開催される目録講習会

 北部地区研究会で開催する日時・期間・会場

 開催内容（カリキュラム）

 目録（図書・雑誌）別開催について

 地域性、大学の規模の問題

 開催に関わる経費

平成２１年度の
目録講習会へ向け （課題）



◇ 目録業務におけるスキルとは

今後の展開

◇ 組織体制（地域的な体制）

◇ 人材育成

 継続かつ普遍的なものであること
 目録業務（データベース）の必需性
 研修・講習の場をつくること
 人的ネットワークを広げること
 スキルの収集と発信
 モチベーションとコンピテーションの維持


